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  ○○ちゃんは妹が体調を崩し、一週間ほど外に出ることができませんでした。ようやく外に出れ

るようになり、待望の公園に。普段はお母さんの促しに応じて、容易に切り上げるのですが、その

日はとても嫌がったそうです。一週間、家の中にいたのですから、もっと遊びたかったのでしょう。

自然な気持ちですね。そして、「もっとこうしたい！」「楽しみたい！」というポジティブな思いが

高まっているんだな、と感じられた場面でもありました。公園から連れ出すのに、ちょっと苦労さ

れたと思いますが、育ちの一歩を感じることができた瞬間だったと思います。 

そんな話をしている中で、「家にずっといると、“この子のために何かしなければいけないんじゃ

ないか”って焦っちゃうんですよね。」とポツリ。どこかに連れ出して、「何か刺激を与えなきゃ」 

「“育ちの支援”の場に連れていかなくちゃ」と、何かに追い立てられるような気持ちになってい

たそうです。「あるある！」って、あちこちから聞こえてきそうですが…。 

 妹の看病にお母さんはウエイトがかかり、元気な○○ちゃんには、なかなか手がかけられません

でした。外にも出れず、過ごし方のメニューが減ってしまっていました。○○ちゃんは、遊びたい

気持ちや発散したいエネルギーで、イライラしてしまっていたのかなと思いきや、お母さんからは

「なんだか、しょうがないな～って感じで、いろいろなオモチャを引っ張り出してきて、ひとりで

遊んでいたんですよね。何だかかわいそうになっちゃいました。」とのコメントが。 

「お母さん、それは素晴らしい！」と、私は思わず声を弾ませてしまいました。 

“お子さんに合ったやりとりや遊びを提供し、楽しむ中で社会性を広げていきます”“できること、

わかることを増やしていくために、ちょっと背伸びする課題を繰り返し楽しんでいきます”という

のが、あんずのように、子どもの育ちを支援していく場所の役割です。予定された活動や想定され

た遊びがあって、人がいて場所があって、子ども中心の環境があります。伸びシロいっぱいに力を

発揮し、楽しみながら、触れ合いながら歩んでいってほしいなと思います。でも、支援の場だけで

完結していては道半ばです。家での過ごし方に活かされていくこと、そして他の場に所属したとき

に活かされていくことが目標になります。 

 ○○ちゃんが、「今は私の出番じゃないんだね」と、ひとりでオモチャを出してきて遊び、また

別のモノを出してきて遊ぶ姿を思い浮かべると、何だか胸が熱くなります。自分が今置かれている

状況を感じ、控えめに過ごし、手持ちのメニューを総動員して考えて、少し旬の過ぎたオモチャも

引っ張り出して、「これで遊んでよう」と自分の時間を作っていた数日間、今まで培ってきた力が

しっかり活かされていると思います。そして、慌ただしい日常の中でも、○○ちゃんに添った関わ

りをされてこられた家族の輪を感じます。 

 

 「今日は忙しくて、買い物に行けなかったわ」「“ありあわせ”のものになっちゃうけどいい？」 

と、忙しない中で食卓に出されたご飯って、心底美味しいですよね。“ここ一番”の味がします。 

○○ちゃんが考えた“ありあわせ”遊びも、きっと美味しかったでしょうね。何とも素敵な場面

です。「何かしなきゃ」と、そんなに焦る必要はないのかもしれません。子どもが、自分で工夫し

歩んでいく場は、じつはお家の中にも。バランスをとっていきましょう。（Ｈ３０．９）Ｋ 

 


